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小村幸二郎(鉱床部)
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印度洋を飛､sミ

世界の耳目を集める印度洋は深い深い闇の中である.

南西諸島上空にさしかかってから2時間余りどうしょ

うもないほど大揺れに揺れたことが白昼夢であったとし

か思えないほどエンジンの音だけが単調に伝わってく

る静かな夜間飛行である.昼間であればきっとマ

ルダイ諸島も手にとるように見えるだろうし中央印度

洋海嶺に想を馳せてもいたであろう.スリランカの首

都コロンボを出発してから3時間半セイシエルス諸島

の申で最大の島であるマヘ島の空港に到着した.成閏

空港を出発してから既に15時間半が過ぎていた.地上

の気温は27.Cである.

｢忘れられたパラダイス｣とも｢インド洋のエデンの

園｣とも呼ばれるセイシエルスは南緯4｡付近に位置

し1976年に独立した美しい島国である.87の島と無

数の岩礁とからなるこの新しい国はいろいろの意味で

興味を魅く.87の島のうち38は花開岩で形成され残

りの島は珊瑚礁であること年間を通じて気温が24～

30.Cで台風の影響を受けることもなく伝染病もな

ければ兇暴性や毒性をもった生物も見当らず島民が温

相で食物が美味いなどそれこそ数え挙げたらきりが

ないということだからやはりパラダイスかもしれな

い.ルイ14世の財務長官であったモロｰ･ド･セシエ

ｰル子爵の名に因んでセイシェルズと名付けられたこ

の国にはじめて上陸したのは1742年フランスのラザ

ｰル･ピコｰルであるといわれているが既にそれ以前

に印度洋を稼ぎ場とする海賊カミこの島々を隠れ家と

していた形跡がある.そうした海賊の中で最も有名祖

のは18世紀初頭ポノレトガル船を襲撃したフランス人
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の海賊ラ･フｰズである..斬首台に向うラ･フｰズは

その時に強奪した時価800億円以上の財宝をヘマ島北端

部に隠したと伝えられその財宝を探し求める人は今

も後を絶たないといわれている.｢パラダイス｣｢桃

源境｣にまつわるロマンと伝説はいつの世も尽きない.

こじんまりとした空港建物の片隅には土産物店カミ並

んでいる.建物全体の規模からみれば売場面積の占

める割合は相当なものだ.近年風光明眉た避寒地と

して特にヨｰロッパからの観光客カミ激増しクリスマス

頃から2月まではヨｰロッパ～セイシェルズ間の飛行

機は満席だということだから売店もそれなりの規模と

品数が必要なのだろう.

セイシェルズの特産物にココ･デ･メｰルと呼ばれる

双子椰子がある.主としてプララン島に生育するこの

椰子は世界中でもここにしかないという珍品で人間

の身体のある部分に似ており土産物として珍重されて

いるらしい.しかし空港売店では売り切れていた

のか実物は見つからなかった.

セイシエルスからケニアの首都ナイロビまではアメ

リカからの観光客で満席になった.隣の席に相当

に太目の婦人が乗り込んできた.偉大な胃部も何と

か細ったらしい.r空の女王｣と呼ばれるリアジェツ

トVC10も優美な姿で飛ぶのは容易ではなさそうであ

る.

飛び発って間もなく饒舌家らしいその婦人はむき

出しの太い腕をさすりながら話しかけた

｢どこから乗ったの?｣“東京から"

｢セイシェルズまで何時間?｣“15時間"

｢Oh,terrib1e｣

“セイシュノレズには長い間?"｢1ヵ月｣

“テレビやラジオは?"｢全く新聞も見ませんでしたよ｣

“Oh,terrib1e"

御婦人は大声で笑い出した.これでナイロビま

では静かだろう.

セイシュノレズからナイロビまでは2時間50分の飛行で

亭る.成田空港を発ってから19時間40分海抜1,600m

第1図肩本からの経路図�
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の快適な高原の都市ナイロビに到着し

た.日本との時差は6時間現地時

刻では午前1時15分である.不思議

に疲れも睡気もない.新築後間もな

い空港ビルは大きく中々立派である.

空港から都心まで18kmの間には国

立公園カミあるが闇の中を走る車から

は猛獣が横行していることなどは

判らない.今にも降ってきそうな大

粒の星か埋める空の下に果しなく拡が

るケニアの草原ではこの闇の中で

きっと弱肉強食のすさまじい世界が

繰り広げられているには違いないのだ

が無気味なほど静かである.｢太

陽の町｣ナイロビは深い睡りについ

ている.
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第2図調

ケニアの白熱美に恩う

1964年に独立したケニア共和国の首都ナイロビは東

アフリカの表玄関と称されるだけあって美しく気候

もよく活気もある.緑に包まれた町の至る所にブ

ｰゲンビリアジャガランダカンナなどの花が咲き乱

れ抜ける様に碧い空と浮雲そして深く明るい緑と

ラテライトの鮮やかな色が調和して素晴らしい景観を

創っている.活気カミあるのは恐らく数年来のコｰ

ヒｰの増産と輸出増加で経済的に豊かになり外国と

の交流がより積極的に進められているからであろう.

しかしナイロビ市内では小さな事件が頻繁に発生し

ているという噂を耳にした.どの国にも些細な事件は

起こりカミちだがもしそれがコｰヒｰカミもたらす蜜の

分配に関連して発生するものであるならば部族意識の

強さとともに気になることである.

査地略図

ナイロビ滞在の短かい一時自動車で40分ほどの所に

あるナイバシャを訪れてみた.ナイロビを発ってお

よそ20分突然視界が開けた.深く挟れた谷はま

るで絨綴を敷きつめた様に緑一色におおわれその谷

の中にはいかにも火山らしい形をした小高い山が優

美な姿態を見せている.これこそ一目見たいと念願

していた｢グレｰト･リフト･バレｰ｣である.

車はその谷底へ向って下りてゆく.ゆるやかに

うねる谷底にはのんびりと草を食む数頭のキリンの

姿があった.しかしどうしたことかどうしても

そのキリンが野生であるとは思えたい.それほど人間

と野生の動物とがうまく調相して共存している故か又

は立派な舗装道路を走る自動車や観光客などこの付

近の動物がもうすっかり人間と文明の利器に別れき

ってしまっている故かよくは判らない.

写真1ナイロビの一角にある外国人向の住宅深い緑の中

に建つこの住宅は小人数の家庭向である

写真2スｰダンの首都ハルツｰムの市街�
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従来野生の動物と美しい風物とで観光とコｰヒｰの栽

培に力を注いできたケニアでも地下資源の開発と活用

とが重要視されるようになってきた.西部のビクトリ

ア東岸地帯は黒鉱型鉱床の賦存地帯でありグレｰト･

リフト･バレｰは地熱地帯そして東側は主として工業

原料鉱物の賦存地帯として注目されており特に地熱地

帯は電力車庸の好転を目ざす地熱発電の完成に向っ

て積極的に調査･検討が進められている.美しい森

と草原輝やく陽光槌音の高まりを動物たちはどの

ような思いで見つめてゆくのだろう.

ナイバシャは森と湖酒落たコテジとレストラン

そして自然の静寂に包まれた美しい所である.湖に浮

ぶボ』トは所在なげである.野鳥が足元で遊んでい

る.全く静かな中にも心なしか自然の語りかけが

聞えてくる様な気がする.木製の椅子にもたれ目を

閉じてみるとアフリカの大地に居るという実感はない.

多くの土地で多種多様の人達と幾度となく接してき

た故だろうか.

早朝5時30分空港への車は暗闇の中を突走ってい

た.突然自動小銃を持った戦斗服姿の2人の男に

停車を命ぜられた.銃口は微動もせずこちらを向い

ている.ナイロビ市内へ向う折にはこうしたことはな

かったので一瞬ぎくりとしたが空港への校門所と

分り安堵した.

空港の受付カウンタｰは混んではいない1荷物の重

量超過に対してはカミっちりと超過料金を徴収される

と聞いていたか確かに重量計の指針を見つめむ係員

の目は鋭い.待合室は明るく広々としていた.

旅客は少なくその多くは南へ向うらしい.売店の主

も張合いカミないのかコｰヒｰ専門の売店の他には1

～2軒店開きしているだけである.

8時20分離陸後間もなくキリマンジャロ山の雄大

な姿とケニア山の厳しい姿態が白雲の上に現われた.

タンザニアとケニアとの国境に位置する海抜5,895皿の

キリマンジャロ山とケニアのほぼ中央部に位置する

5,200mのケニア山の山頂は共に白雪に輝やいてい

る.旅人の多くはその美しさにきっと嘆声をあ

げることだろう.そして'これらの山々と大地の緑と

碧空は長い間承け継がれてきた慣習の中に生きるたく

ましい人々や様々の野生動物たちの純な生活態様と相侯

って規格化された居住区と生活習慣から抜け出して来

た旅人に安らぎを与えずにはおか扱い.しかしこ

の美しい自然は永久にその姿をとどめていることが

できるのだろうか.第4番目の氷期に当るウノレム氷期

カミ終ってから既に1万年が過ぎ去った.地球科学

的デｰタは過去の氷期は人よそ5万年間氷期は1万

年であったことを物語っている.これが今後も繰り返

されるとすれば地球は近い将来第5番目の氷期を

迎えることになる.人間はいかにその全智全能を傾

倒したとしても自然のカに打ち勝つことはでき低い.

かつて繁栄を誇った巨大往動物たちは氷期の厳しさの

中に敢えなく滅亡していった.立ったまま氷の中か

ら発見されたマンモスの姿は悲壮である.しかし私

達は地球上に発生する現象を｢自然がたせる業｣と

単純に理解してよいのだろうか.モンスｰンの頃には

かなりの降雨カミあつた北西アフリカが皐魅に見舞われ

大飯鑑のために数多くの人が悲惨た日々を送らねばなら

たかった事実は私達の耳目にまだ新しい.かって北

上したサハラ砂漠は命じわじわと南下しつつある

といわれている.やカミてサハラ砂漠はかつての北

上期に取残されたと見なされているカラハリ砂漠と再

び相見えること1乙なるかもしれない.この北西アフリ

カの大事魅と対象的に雨量の少ないことで知られてき

たチュニジアやアルジェリアでは近年年間平均雨量

の5倍以上の雨量が記録されるようになった.

この様な気候変化は単にアフリカに限らず汎世界

的に認められつつある.

自然の偉大な力がこの様な地球上の気候変化を惹起

していることは確かであろうがしかし私達は豊さ

を追求めるあまり生活圏をおびやかす自然のカとその

速度を加速するようなまたは生活圏を安定させる自

然の力に逆らうようなことを敢えてしてはいないだろ

うか.化学燃料の燃焼によって発生される炭酸ガスの

約50%は空気中に残存すると見なされている.これ

が事実であるならば私達の生活圏の平均気温はおよ

そ20年後には0.5.C上昇することに底る.

科学技術は生活とその環境保全とにどの様な係わり

合いをもってこれからどの様に進歩してゆくのだろう.

文字通り弱肉強食のいまわしい世界が絶えず繰広げられ

ているとはいえ何人もこの豊かな野生を否定する気

にはならないだろうしむしろその永存を願っている

に違い恋い由自然とそこに生きる人達との調和そし

てこれらの人達と既に自然の多くを失いかけている人

達との調和アフリカに旅した人の多くが再びそこを

訪れる機会を得たいと願う心の奥底には既に失われた

純な世界へのノスタルジアが潜在意識としてあるに違い

ない.自然カミその美しさをいつまでも止めている

か又は醜い姿に変り果てるかそれは自然に接す

る人の心と決して無関係では荏い.�
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去りゆくケニアの自然美に目を奪われながら人と自

然との深い係わり合いに想を巡らせているうちにスｰ

ダンの首都ハノレツｰム到着のアナウンスが流れた.ケ

ニアに比較すれば砂漠の国ではあるがアラブ諸国の

中では緑は多い.それにしても｢象の鼻｣という

意味をもつハルツｰムという名称が何故首都の名に

なったのだろう.午前9時45分ハルツｰムの気温は

34.Cである.

青ナイルと白ナイルの接点

延長5,760たmに及ぶ大河ナイルほど古代から現在

に至るまで栄枯盛衰の世を見つめてきた川も少ない.

日本の国土面積のおよそ8倍に相当する300万km2と

いわれる面積を占める流域にはザイｰルウガンダ

ケニアタンザニアエチオピアスｰダンエジプト

の7カ国がある.これらの国は例外なくナイル川

にその生命を委ねているわけであるカミ違い昔rエジ

プトはナイルの賜物｣といったヘロドトスの慧眼と豊か

な想像力には敬意を覚える.

アフリカの地図から地中海紅海点在する湖そ

してナイル川とその主な支流を抜き出してみると幾つ

かの興味深い事実に気がつく.ナイル川の源流と地中

海の河口とを結ぶ線は殆んど南北方向を示しこの間で

ナイル川は著しく蛇行している.しかしよく見ると

その蛇行は紅海にほぼ平行の流路とこれと75｡～80｡

の角度をなす流路の組合せによって構成されていること

が削る.特にビクトリア湖～アノレバｰト湖間白ナ

イルに注ぐソバト川青ナイル中流以北及び黒ナイノレ

などの方向性は顕著でありいかにも紅海の形成に

関係ある地質構造に関連する地質構造とナイル川とが緊

密な関係にあることを暗示する.処女と流れるナイノレ

川には多くの支流が注いでいるがエジプト領内に入

ると1条の支流もない.そこでのナイノレ川はまる

で息をひそめているようである.海抜2,400mの山

地に源を発して地中海に注ぐナイル川の勾配は一体

どの程度だろう.単純に計算するとその平均勾配は

およそ5,000分の1となる.一般に鉱山で開削され

る坑道は100分の1程度の勾配たらば水平坑道と見

なされることからみればナイル川の勾配は驚異的とさ

えいえるほど緩やかである.そしてこの緩やかな勾

配こそが先に挙げた国々の人々の生活を支える基盤に

なっているといえる.雨に恵まれないエジプトの民が

例年6～9月にナイル川の水嵩が増し多量の泥土

が流れてきて流域を肥沃にするのを見て自然の力を超

越した何かの存在いわゆる神の存在を信じていたこと

も分る様な気がする.恐らく古代のエジプトやスｰ

ダンの民は日頃静止している様なナイル川の水面を

見馴れていただけにナイル川の急流はもちろん爆布

の存在などは想像もしえなかっただろう.

青ナイルと黒ナイルがその源を発するエチオピアのア

ビシニア高原では特に6月中旬から9月中旬頃にか

けて雨が多量に降る.そしてそれは山岳地帯を貫

流してやがて白ナイルと合流するわけであるがこ

の雨期を除いては青ナイルと黒ナイルの水量は激減す

る.一方自ナイルの源流地帯の雨量は年間を通じ｡

て殆んど同様である.これらのことはナイル川の

水の]定量が白ナイルによってもたらされ先に述べた

洪水の原因となる増水がアビシニア高原の降雨時期と

直接に関連する青ナイルと黒ナイルの水量の極端な変化

によって惹起されていることを示す.

砂漠地帯の渇水期の辛苦は想像以上である.ハノレツ

ｰムの下流250良m付近のナイル川南岸にメロウェと

いう町がある･殆んど雨の降らない町ではあるが眼

前にはナイル川の流れがあり古代エチオピアの首都と

して栄えた頃のピラミッドが残る古都である.この土

地に生きる人々はアラブ諸国の中でいわゆるナイル

の民として水に恵まれていると見なされていることだ

ろうしナイノレと共に生きてきたその生活態様は今も

音も余り変ってはい在い･しかしこの人達が自然の

厳しさにさいなまれていることも昔から変ってはいな

い.この町の年間平均雨量はわずか25mmであるが

一方蒸発量は2･800mmに達する.日本では最も雨

量が少ないといわれる網走でさえ年間870m1皿の雨が

降る.厳しい陽照りと容赦なく水気を奪い去る物凄い

乾燥気候の中に生きる人々の辛さはこの雨量と蒸発量

を見ても容易には想像できない.かつては緑の園で

あったには違いないが何故人はそこを捨てようとし

ないのか.四季に恵まれ物に恵まれて生きる人の多

くはそうした彼等の姿を見て馬鹿げたことだと思う

かもしれない.しかし彼等には彼等だけが秘めて

いる大きな理由がある.そしてそれは物見遊山の通

りすがりの旅人には永久にそして絶対に削りはし

ない.

近代的に装いつつあるハノレツｰムはアラブとしては

やはり緑に恵まれているようである.碁盤目のよう

に整然とした道路の両側には並木カミ続いている.

34℃の暑さの中を西へ向って車を走らせることに

した.目的は白ナイルと青ナイルの合流点を見るこ

とと歴史の町オムドルマンの見学である.予想以上�
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に多い車はまるで数珠つなぎにのろのろと走ってい

る.視界が開けナイル川に懸る橋に出た.橋の中

程から下流を見ると将にそこは白ナイノレと青ナイル

め接点であった.山岳地帯を流れてきた青ナイルの水

は澄み広い砂漠を流れてきた白ナイルの水は泥土を

混えて白濁していた.そして両者はナイル川の丁

度真中でまるで定規を当てたように明瞭に区別され

る.この水はやがて混り合って一つになる.悠

久の歴史を見つめてきたこの川の水は青と白と黒のナ

イルの水を集めて変らぬ滴を人々に与え続けていると

いうのにその恩恵に浴している人々カミ何故真に打

解け合おうとし広いのか.紀元前750年頃からスｰダ

ン北部に権勢を誇ったファラオは僅か100年で哀れ

な末路を迎えた.そして今当時の面影を残す建造物

は情容赦ない自然のなすがままに目一目と朽ち果

ててゆく.大い在る母ナイルと共に生きてきた民が

これから先も反目し合わなけれぱならないとしたら悲

しいことだカミせめてその反目の根本的要因が彼等

自身によって作られないことを祈りたい.

ノ･ルツｰムを出発してからおよそ1時間オムドルマ

ンに到着した.ナイル川を挾んでハルツｰムと相対時

するこの町はスｰダンの近世吏に不滅の名を残す町

である.町に入って間もなく銀色に輝やくロケット

の様な建物が見える.一兄近代的なモスク(回教寺

院)の様に見えるが実はムノ･マド･アフマド･イブ

ン･セイド･アブドウラという勇者の墓所である.そ

してその墓所の向い側には｢カリフの家｣と呼ばれる

アフマドの遺品を納めた家が建っている.

19世紀の始めエジプトに興ったモハメッド･アリ王

朝は富の源泉と見傲されていた金と奴隷を求めて

1820年にスｰダンに侵入し遂にエジプト南部の1州

としてこれを統治するに至った.これを契機として

ナイル川沿岸のスｰダン人居住区では言語に絶する苛

酷な奴隷狩りが行われ現代スｰダンの生みの苦しみが

はじまったわけである.モハメッド･アリの後継者と

なったケティブ･イスマイルはこの奴隷狩りのいまわ

しさを見かねて奴隷売買廃止の積極策を講じはしたが

その努力は容易に実を結ばなかった.そうした頃

1882年自らマハディ(救世主)と称する若いスｰダン

人が突如混迷の世に躍り出た.この若者こそ先

の墓所に眠る勇者である.

写真3オムドルマンにあるマノ･デイの墓所

銀色に輝やき近代的汝モスクのよう

にみえる

自国の完全独立を目ざしてこの若者を中心に結集し

た人々は聖戦の名の下にイギリス･エジプト軍に戦

を挑み連戦連勝して急速にその勢力を増強していっ

た.そして1884年遂にエジプト軍は潰えスｰ

ダンはエジプトの統治下を離れることに成功した.し

かしあくまでもスｰダン支配を捨てきれなかったエジ

プトは権謀術策に浸けたイギリスのゴｰドン将軍を説

得してハルツｰムに派遣した.だが嵐の様なマノ･

デイの軍勢を制圧するどころかそれに抗する術もなく

ゴｰドン将軍は1885年マハディ軍の包囲網の中で戦

場の露と消えた.戦勝に湧くマハディの軍勢それは

将しくイスラｰムの始祖ムハンマドの聖戦を術佛させ

るものであった.しかし天の試練の終末は蓬かに遠

くゴｰドン将軍が悲壮な最後を遂げて間もなくマハ

ディは突然病死した.享年37才将来にようやく

曙光を見出したばかりの若い勇者の余りにも不本意な

最後であった.

写真4マノ･デイの遺品などを納めてあるrカリフの家｣オムド

ルマンのマノ､デイの墓所の向い側に建っている当時のま

まの家である�
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栄光と傷心の歴史を秘めたオムドルマンにもやはり

近代化の波は寄せている.しかしスｰク(市場)に

はアラブの香りが強く泌み込んでいた.小さな店の

入口でのんびりと水煙草をくゆらせている老人の姿

がある･そのすぐ側では若者が粗茶をすすっている.

金細工屋の主人のミザｰン(秤)を見る目はまるで

獲物を狙う鷹の目のようだ.抜い遭をロバの曳く荷車

も通ればラクダも通り自動車も遠慮はしない.

クラクションと店員の売り戸水売りの器を鳴らす昔

ロバの悲しげな声全く騒々しいことこの上なしだが

結構楽しめる光景ではある.挨っぽくしかもうるさ

い音の中での生活に馴れていない人はこうした光景に

は多少なりとも嫌悪感を抱くに違いないがしかし馴

れてくるとこうした喧騒も挨りも活力の象徴の様に

思えてくるから不思儀である､

弱々しく酉へ急ぐ太陽にはもはや人々の意欲をそ

ぐ力は狂い.ハルツｰムの中心街を行く人の足取りも

心なしか軽やかである.数少ないネオンが輝やきは

じめた.立派そうな店が並ぶ商店街から一歩裏通りへ

入るとどこからか独特のアラビア音楽が聞えてきた.

ウｰドカマンシャカｰヌｰンラバｰブなどの弦楽

器と笛のクｰイそしてドラムのタブルカミ奏でる物悲し

げな楽の音は砂漠の果へ風に乗ってゆくようである.

午後6時西の空が青白く変りはじめた.近くにモス

クがあるのだろうア』ザｰン(お祈りの呼びかけ)の美

しい声が朗々と伝わってくる.いよいよ一目の始まり

である.

インゲサナ･ヒルズ

午前5時のハルツｰムは冷んやりとして実に気持

カミ良い.ナイル川には既に小舟が樟ざしている.

空港へ向う車は数少ないが朝早くから職場へ急ぐ

人はかなり居るようだ.国内線の待合室は相当に混み

合っている.

予定の時刻をかなり過ぎた7時頃ようやくチャｰ

タｰ機の出発準備が終った.真赤に塗られた四角な胴

体の小型機はまるで一昔前の遺物の様に思える.

しかし性能は良いらしい.

綿畠の中を一直線に走る水路にはナイル川からの引

水が流れている.兄事に区画整理された畠は美しい.

ゆるやかにうねる丘陵地帯の所々で煙が上っているのは

多分野焼であろう.広々とした農耕地帯を眺めてい

るととても砂漠の国に居るとは思えない.これも

ナイル川の恵であろう.所々に円形の冊とその中

心部に建つ丸型の家が見える.山らしい山も見えず

広々とした野原と農耕地の上を飛び続けているとつい

睡くなってくる｡ハルツｰムを発ってから3時間25分

青ナイル州インゲサナ･ヒルズのククルの滑走路に到着

した.まずは快適な空の旅である.しかしこの滑

走路は欠きた石ころだけを取除いただけの砂利遣であ

る.いかに馴れているとはいえこんな奥地でしか

もこんな砂利道がよく削るものだ.

草葺きの家が数戸づつぽつんぽつんと群をなして

いる.畠らしいものも見当らないがここの住民は

どの様にして生計を立てているのだろう.中東地域

で広く見られるトムの木とアフリカの代表的たバオバブ

カミ目につく･植生カミ多くしかも落葉樹が多いところ

から察するとここはサバンナの一部に属するのであろ

う.石ころだらけの遺をおよそ1時間ばかり走って宿

舎に到着した.朝起きてからすでに7時間を過ぎた11

時である.

写真5オムドルマンの家畜市場ここでは羊と山羊が売買されす

ぐ近くではラクダだけが売買されている

写真6インゲサナ族の家柵を二重に作りその中心に数軒の葺型

の家が建っている�
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インゲサナ･ヒルズと呼ばれるこの地域カミ外部と接触

をもつようになったのは1965年頃である.ハム系ニ

グロのインゲサナ族だけが住んでいたこの地はそれま

で外界との文化的接触もなく全く孤立してスｰダン

政府の保護地とたっていた.文字のないインゲサナ語

だけを話す彼等は全くの原始的生活を送っていたらし

いが解放されてからは最小限度の衣類を身に着ける

ようになったらしい.男も女もたくましい上半身を

むき出しにして漫歩している.それにしても大し

た山岳地帯でもたいのに何故インゲサナ族の外部と

の接触が遅かったのだろう.

クロムを生産しているジャム鉱山の部落から車で40分

ほどの所にインゲサナ･ヒルズで一番大きなバウとい

う村がある.直径15量m一はかりの岩株状をなす花開岩

体の中心部に位置するこの村は静かなたたずまいを見

せている.超塩基性岩類を貫くこの花開岩体は著し

く浸食されて真平な低地を造り全体的な地形はま

るで噴火1コと見誤るほどである.村の中央部に小

学校と中学校があり近くの道路には旗を手にした生

徒達カミ行列している.聞けば革命記念目のパレｰ

ドが始まるところだということである.多分ささや

かな楽隊を先頭にこの行列は村をねり歩くのだろう.

教頭先生に紹介されたっいでに職員室と教室を見せ

てもらった.職員室には先生が8名だというのに

その半数ほどの粗末柱木製机がありその上には本や

ノｰトや書類が雑然と積重ねられている.教室内は

意外に整頓されており木製の机と椅子はいささか窮

屈そうである.黒板は恋く塗料を塗った壁が黒板代

りに使用されている.見学を終えての帰路教頭先生

は｢子供達は勉強したがっているのに学用品も教材

も不足していて思う様に教育ができません｣とさみ

し気に語った.再び訪れる機会があれば少しばかり

の鉛筆だけでも届けて上げたいとは思うけれども恐ら

く再びこの地を訪れる機会はあるまい.

学校に別れを告げて先へ進むことにした.湿度が

高い故か大した暑さではないのに汗カミ吹き出してく

る.小高い山に登り急斜面を降り車で移動し何

度がごの様なことを繰返すうちに一目の作業が終った.

喉が渇くのは当然だが多種多様在植物が繁茂している

というのに清らかな水の流れはない.

作業を終えての帰路がつて中国ミッションカミ居たと

いう場所を訪ずれてみた.1965年から3年間このバウ

を根拠地として資源探査協力を続けたという中国ミッ

ションの規模の大きさと設備の良さにはいささか羨望

を覚えた.説明によれば地質･物探関係の技術者30

名医師2名ボｰリング機械その他の技術者68名

合計100名カミここに常駐していたということである.

そしてそこには各種の車靹ボｰリング機械各種の

工作機械岩石切断機研磨機分析機器その他多

くの未使用の物品等当時の活動を偲ばせるものが数多

く残されている.実験室の一隅には電子顕微鏡やX線

回析装置さえ設置されていたということであるが人数

といい仕事のための道具といい唯女驚くばかりである.

100名分の食糧を確保するだけでも大変である.留守

居をしている男の話では食糧の多くは本国から取寄せ

毎週1回は一番近いダマジンの町へ毎月1回はハルツ

ｰムヘトラックで仕入れに行っていたということであ

る.

これだけの人数と設備3年という期間医療設備ま

で整ったこのキャンプを見ているといわゆる技術協力

の内容の差の余りの大きさに言葉もない.バウから

一山越えて宿舎へ戻る道は晴れ晴れとした気持で今朝

写真7ジャム鉱山部落6棟の白い建物の一番右にあるのは

鉱山長宅3番目はゲストノ･ウスその他の4棟は工作

場修理工場恋とである

灘韓

議

鱗鱗榊'一憂

写真8スｰダン唯一のクロム鉱山であるジャム鉱山の全景と従業員

の家鉱床のほとんどは坑内採掘され手選の後ダマジンの貯

鉱場ヘドラヅク輸送されている�
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通ったぱかりだというのにやけに遠く感じ･られた.

バウの村はずれの人工池の水位はかなり下っている.

乾期に入ると急速に水も少荏くなり日常の生活に

も不便を強いられていたに違いないが1974年にこの池

が建設されてからはその不安も完全とまではいかな

いまでも解消されたことだろう.しかし年によっ

てはこの池にも水が殆んど見られないという.水を

汲みに来た女性の握手する手は全く予想外1gしなや

かであった.乾期の最中池の水は何とか村人を潤ぼ

すに足りるらしい.天秤棒を担いだ若い女性はにこ

やかに笑いながらわが家へ帰って行った.石ころだ

らけの山道をジｰプは息苦しそうに登ってゆく.

マラリアの地ダマジン

宿舎から北東方向へおよそ80kmのダマジンヘの道の

大部分はコットン･ソイルにおおわれている.灰黒色

のこの土壌は雨に濡れると粘土状と匁って自動車の

使用を不可能にする実に厄介在代物である.従って

インゲサナ･ヒルズ地域の野外調査の時期は10月頃か

ら4月頃までに限られる.

山を越えコットン･ソイノレの遣に入って車は順調

に走り続けた.コットン･ソイルから急に砂地に

変った.右手に絵に放りそうな花開岩の小高い山が

一直線に点在しその山麓にはまるで陽射しを避ける

様に小さな家がぽつんぽつんと建っている.道

路傍の池は完全に乾上り羊の群も犬もいささか疲れ

果てている様である.一体この村の人達は水の乏し

いこの時期にどの様に生活しているのであろう.バ

オバブの木蔭に憩う村人は見馴れぬ車が徐行しても

見向こうとも､し在い.乏しい水に精気が失せているの

かそれとも車荏とには興味がないのか部落はある

というのに全く音の恋い不気味ささえ感じられる奥地

である.宿舎を出発してからおよそ3時間後にダマジ

ンに到着した.

だだっ広い感じのダマジンの町は青ナイル州の州都

であるが人口は1.5万人ばかりらしい.町の中心か

らやや離れた所に国内線用の空港とスｰダン鉄道の終

着駅がある.何の変哲もない町角の店の前で車は停

った.そこは航空合杜の代理店で明目のハノレツｰム

行の座席の確認のため立寄ることになったらしい｡

昨日電話で予約については確認済みの筈だのに全

く手間のかかることだとは思ってはみたが聞げば直

接にこの店へ来て確認手続をしない限り予約取消しと

見なされるそうである.これでは仕方がない･一層

汽車旅行の方カミ面倒でもなく結構楽しいのではないか

と考えカミちだが蜥Cの暑さの中しかも冷房も恋

い汽車の旅は大変らしい.

ダマジンから程近い青ナイル川では水力発電の工事

が精力的に進められている.小じんまりとしたロセイ

レスというこの町はこの建設工事の影響で申々賑や

かである.合計7基の発電機のうち3基が完成してお

り1985年にはすべての工事が完了するらしい.工事

を負請っているのはカナダということだが日本製のタ

ｰビンを使用することになっている.ダムを見学して

いるうちに気温は急上昇していたらしい.工事現場

の寒暖計は正午にはまだ間があるというのに40℃を

示していた.大した産業もなかった以前に比べればこ

の発電所の建設工事と完成はきっとダマジンやロセ

イレスはもちろん地域住民に大きな恩恵を与えるにち

がい狂い.

忙ただしい見学の後どうやら町の中心地らしい場所

の一角にある食堂で昼食をとることになった.キス

ラ(薄いバンの上に肉や野菜をのせたもの)とナイル川の魚

の唐揚が運ばれてきた.油っ気でべとつく粗末なテｰ

プノレもうるさい蝿も大して気には怒らない.もちろ

んこんなことを一々気にしていたらとてもアラブで

は生きていけないだろう.

昼食を終えて宿舎となる地質関係の出張所へ向った一

ベッドノレｰム2室にシャワｰとトイレがそれぞれ2個所

にあるこの事務所は結構な広さではあるが蚊の多い

のにはいささか閉口した.マラリアの発生地として知

られるダマジンの町はずれにぽつんと建つこの事務所に

は水があり久しく血に飢えていたにちがいない蚊にと

っては又とない御馳走が飛び込んできたようなものだ.

結局最初で最後のダマジンの夜ほ蚊との腹立たしく

絶え間ない斗争の中に明けていった.

気温40℃快晴のダマジン空港には定刻より1時

間以上も早く多勢の人が集っていた.旅客見送り

人出迎人誰もが清潔た身なりである.ハノレツｰム

行は丁度1時間遅れて飛び発った.36人乗の機内

には18人の客カミ乗っている.初めて飛行機に乗った

という隣席の子供は飛び発って間もなく酔ったらし

い.無理もない.上下左右に間断なく揺れる木の葉

の様な小さな飛行機である.昼食のサンドイッチと紅

茶をお代りして間もなくハノレツｰムに到着した.飛

行時間は1時間20分地上の気温42℃の午後3時であ

る.�


